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概要　本研究は，都市空間における人間行動を，実際の利用者行動や，実測に基づくモデルによって，そ

の特性を解析するものである。今回は，中規模ターミナル駅である湘南台駅を研究対象として，利用者

の行動を実際の追跡調査から明らかにすることから，空間の利用実態を調査する。湘南台に乗り入れて

いる 3路線（小田急線・相模鉄道線・横浜市営地下鉄線）と利用者の多い 4つの出口の 7箇所において

調査を行った。また，それを元に CGモデルを作成することで，新しい湘南台駅の空間モデルを検討す

る。これらは，中規模ターミナル駅の新しい空間構成のあり方に関する基礎的な研究である。
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1. 研究の目的と背景 

1.1 研究の目的 

複雑な空間構造を持ち，不特定多数の利用者が利用する都市空間として，ターミナル駅空間が上

げられる。公益性の高いこの空間は，単独の施設としてではなく，複数の路線利用者による利用や，

乗りかえ利用など，空間接続として都市の要所であるとともに，駅周辺の都市とも密接に繋がりを持

っている。 

本稿では，複数の路線が乗り入れする，ターミナル駅を対象とし, その利用実態・人間行動及び空

間構成要素を明らかにすると共に，ユーザビリティの高い駅モデルの検討を目的としたCGモデル

の作成を行う。 

1.2 研究の背景 

これまで，サインなどの位置同定情報のインターフェースと人間行動の関係についての研究を行っ

てきた（文1～7）。これらは，京都駅・名古屋駅・金沢駅・岐阜駅・富山駅などの大規模都市ターミナ

ルを研究対象の中心としてきた。本稿では，これらサイン等の空間構成要素と人間行動の関係をも

とに，ユーザビリティの観点から，中規模ターミナルにおける空間利用のありかたについて検討を

行う基礎的研究とする。 

 

2. 研究対象 

2.1 研究対象空間 

本稿における研究対象空間を，中規模ターミナル駅である「湘南台駅（神奈川県藤沢市）」とする。

湘南台駅は，小田急江ノ島線・横浜市営地下鉄１号線・相模鉄道いずみ野線の三線が乗り入れる

ターミナル駅である。また，各路線構内は路線管理者，共通のコンコースは藤沢市の管轄となって

いる。本稿では，この共通コンコースを研究対象空間とする。 

2.2 湘南台駅の沿革 

湘南台駅は，1966年に小田急江ノ島線駅舎として開設された。その後，1999年に相鉄いずみ野線

及び横浜市営地下鉄1 号線が接続した。これに伴い，2000 年に本稿の研究対象である，現在の

湘南台駅新駅舎完成した。さらに，2000年に小田急江ノ島線急行停車駅，2002 年小田急江ノ島

線湘南急行停車駅，2004年小田急江ノ島線快速急行停車駅となり、現在に至る。 

2.3 湘南台駅の利用状況 

各路線の乗降者数は，小田急江ノ島線一日あたり平均乗降者数約7 万人，相鉄いずみ野線一日

あたり平均乗降者数約1 万人，横浜市営地下鉄1 号線一日あたり平均乗降者数約2万人となって

いる。1999年以前の一日あたり平均乗降者数がおよそ5 ～ 6 万人であったのに対し，現在では

急行停車駅や乗り換え利用者の増加から8万～10万人程度の利用が行われている（文８）。 

また，駅舎がグランドレベルにあるため，街が東西に分断されている。そのため，駅コンコースは東



口と西口を結ぶ地下自由通路の役割もかねており，都市街路の一部としても有効利用されてい

る。 

2.4 湘南台駅の周辺環境 

湘南台は藤沢市の北の中心として位置付けられており，駅前には湘南台文化センターや湘南台

公園，大型ショッピングセンターなどがある。新宿，横浜などからのアクセスも良く，ベッドタウンとし

ての住宅街が駅前に多く見られるとともに，周辺に工業団地・文教施設を有し，ここからバスなどを

用いて，文教大学，慶應義塾大学などの教育施設や，いすゞ自動車，日立などへの, 通学通勤者

の利用も多く見られる。また2007年4月からは多摩大学も移転されることから，より学生街としての需

要も見込まれている。 

2.5 湘南台駅の空間構造 

地上レベルに南北に走る小田急江ノ島線のプラットホームがあるため，前述の通り街は東西に分

割されている。そこで地下一階レベルに自由通路としてのコンコースがあり，このレベルに三線の

改札口がそれぞれ接続している。地下二階レベルには横浜市営地下鉄1 号線のプラットホームに，

地下三階レベルには相鉄いずみ野線のプラットホームとなっている。各レベルは，改札内は各線

の管轄，地下一階レベルの共有コンコースが藤沢市の管轄となっている。本稿では，地下一階レ

ベルを対象とする（図1）。 

 

図1 湘南台駅平面図 

 

3. サインデザインと利用実態 

3.1 サインデザイン 

湘南台駅におけるサインの調査を行った。コンコースでは交通サインが44 箇所，広告サインが16 

箇所，その他掲示板が2 箇所ある。そのサインデザインは全て整理・統一されており，商業サイン

の氾濫もまったく見られない，まとまったものとなっている。交通サインについては後述のモデル作

成のため，全てのサインをトレースした（図2）。また，商業サインについては全てのサインを撮影し

た。 

3.2 利用実態 

乗降利用者・乗り換え利用者以外の使われ方として，東西の自由通路利用が多く見られる。また，

柱に設置されたベンチで座るといった空間構成要素も用意されている。一方で, やや広がりのある



東口地下広場では，ダンスをする若者や，ホームレスの存在が確認され，その空間の新しい有効

利活用が望まれる（図3）。 

  

図2 サインデザイン 

 

  

  

図3 利用実態 

4. 行動追跡調査 

4.1 調査方法 

駅利用者がどのようなルートを用いてどこに向かったかを，利用者の追跡調査によって明らかにす

る。利用者行動調査としての追跡は，実際の駅利用者を後ろから追跡し，そのルート及び行動を



駅平面図に書き込む手法を取った。湘南台駅コンコースは，3つの路線の改札口と8つの出口（A

出口～G出口）から構成されている。この3路線の改札及び利用者の多い駅中央の出口（C,D,E,F）

の7ヵ所を起点とし，各利用者がいずれかの出口又は改札口にいたるまでを終点とした追跡調査を

行った。但し，コンコース内にある商業施設の利用やベンチへの滞留などは，そこを終点とした。 

4.2 調査対象者と調査環境 

調査対象者数は各起点夫々20組とし，計154人について行った。被験者属性は男性68人，女性86

人であり，平均年齢はおおよそ32.7歳であった（調査員による記述に基づく）。調査時間は，ラッシ

ュや休日などを避けて，一般的な平日の昼間時である，2006年7月18日15時00分～16時30分にか

けて行った。 

4.3 調査結果 

行動追跡調査の結果，利用者が利用していない空間があることが判明した（図4 ～図11）。利用者

は大別して，1：路線の乗り換え利用者，2：路線自体への乗降客，3：路線を利用せず通路として用

いる例の3つがあった。この3種の利用者のいずれもが利用しない空間において，前述の利用実態

調査における空きスペースの存在が確認された。この部分の有効活用が望まれる。また，湘南台

駅利用者の多くは，日常的にこの空間を利用していることが多く，これまでの大規模ターミナルに

見られるような，サインがわからなく迷走する利用者がほとんど見られなかった（2例のみ）。また，利

用者の少ない出口（A,B,G,H）の確認も行われた。 

 

図4 追跡調査（相鉄いずみ野線） 

 

図5 追跡調査（小田急江ノ島線） 



 

図6 追跡調査（横浜市営地下鉄） 

 

図7 追跡調査（C 出口） 

 

図8 追跡調査（D 出口） 

 

図9 追跡調査（E 出口） 



 

図10 追跡調査（F 出口） 

 

図11 追跡調査（総計） 

 

4.4 CG モデルの作成 

湘南台駅の新しい活用法をシミュレートするために，3DCG を用いて仮想モデルの制作を行った。

制作環境はForm-Zを用い，テクスチャーを貼り付け，3DSMAXにてレンダリングを行った（図12）。

これをもとに，最多利用ルート6本における歩行者視点からの3DCGアニメーションの制作を行った

（図13）。 

 



 

図12-1 3DCG モデル（静止画） 

 

図12-2 3DCG モデル（静止画） 



 

図12-3 3DCG モデル（静止画） 

 

図12-4 3DCG モデル（静止画） 



 

図13-1 3DCGモデル（アニメーション） 

 

図13-2 3DCGモデル（アニメーション） 



 

図13-3 3DCGモデル（アニメーション） 

 

図13-4 3DCGモデル（アニメーション） 



 

図13-5 3DCGモデル（アニメーション） 

 

図13-6 3DCGモデル（アニメーション） 



 

 

5. まとめ 

5.1 結論 

今回は利用実態調査及び行動追跡調査を行った。利用実態調査で見られた余白の空間が，行動

追跡調査からも明らかとなった。駅空間としてのより良いあり方としてこの空間の有効活用が望まれ

る。 

5.2 今後の展開 

実測調査から今後の駅のあり方に関する3DCGモデル作成を行った。この3DCGモデルを用いて，

利用者の注視する空間構成要素の抽出と，心理量を検討するとともに，利用者のヒアリングなどを

通じて，空間のレジビリティとともにアメニティを高めた新しい湘南台駅モデルの提案を行う。 
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Abstract 　　 This research clarifies human behavior by tracing survey. The survey space is 　

Shonandai　 Terminal as medium-scale terminal. Based on Actual situation and Sign design, We

did Tracing survey on 3 ticket gates and 4 exits.
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